
戦略的イノベーション創造プログラム(SIP) スマート防災ネットワークの構築 サブ課題C

■これまでの情報共有は “災害対策本部への集約” が目的
■しかし、被災者の生死を分けるのは、“現場の情報共有”
■戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）で “現場DX” に挑む︕︕

もちろん大切

これまでの情報共有の取組は、主に都道府県の災害対策本部を
つなぎ、円滑な災害情報の “集約” を実現してきました。
その一方で、消防や自衛隊など実動機関間のコミュニケーションは
無線による⼝頭伝達や⼿書メモの交換などで⾏われています。

得意分野や保有機材が異なる実動機関（消防、警察、自衛隊など）が
⼈命救助の最前線で、実動機関どうしが円滑に情報共有を⾏い、

“救える命を救う” に貢献するための取組を進めています。

【実践】令和６年能登半島地震の初動対応

② X-ICS（クロスイクス）
・可搬型の通信途絶対策機器
・活用できる回線を全て活用し、
通信帯域の最大化を図る=多経路通信技術

・完全な津信途絶下では、
情報の “バケツリレー” で伝達

① X-FACE（クロスフェイス）
・最前線の活動支援
・⾳声認識、ヘッドマウントディスプレイ
等によるハンズフリー⼊⼒を実現

・３次元都市モデルの重畳による
現場活動の支援

③ Open-Xedge（クロスエッジ）
・サブ課題Ｃの中核
・各機関の情報集約/機関間調整
・SOBO-WEBと連接
・X-ICSとともに、通信制約環境下
でも情報を適切に統合運用

④ DSG-SIM
・仮想災害対応シミュレータ

(Disaster Scenario Generator with Simulation)
・災害時の社会を仮想的にクリエイトし、組
織や時間の制約なく、簡易に訓練を
⾏える環境を創出する

⑤ 生成AIによる訓練状況付与
・訓練状況を規定する状況付与カードを生
成AIにより作成

・図上訓練の準備コストの低減、
および知⾒の伝承を図る

⑥ 訓練プログラム
・上記④⑤によって実施される
訓練により、対応能⼒の向上
を図るための訓練プログラム
および評価方法を構築
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【検証】実動機関によるシステム検証 【訓練】自衛隊ヘリによる機器の搬送訓練
KEEP OUT KEEP OUT KEEP OUT

災害は現場で起こってんだ！現場のＤＸ を目指します

SIP 防災情報 なぜ 検索


